
2013推・帰・ 社

医学 部保 健 学 科

小 論 文 Ⅱ 問題

注意 事項

1．試験開始の合図があるまで問題冊子を開いてはいけません。

2．この冊子のページ数は5ページです。落丁，乱丁，印刷

不鮮明の箇所等があった場合は申し出てください。

3．問題冊子の余白は下書きに使用してもかまいません。

4．解答は所定の答案用紙に記入してください。

5．答案用紙は持ち帰らないでください。

6．問題冊子と下書き用紙は持ち帰ってください。



1 　 次 の 文 章 を 読 ん で ， 問 1 ～ 3 に 答 え な さ い 。

ヘルシーエイ ジングhealthy agingと い う言葉が国の内外で 目につ くよ うになってきています。

ヘル シーエイ ジングには， 日本語訳はな く，カタカナでそのまま表現 されているのが現状 といえ

ます。ここでは， アンチエイジングとヘルシーエイジングについて少 し考えてみます。

日常会話の中で，"年 は取 りたくない ものだ"，"死 にた くはない"と い うよ うなことがでてきま

す。若い うちは，気 にも していなかったこれ らの話題が，我々の年齢 になると，同年齢 の仲間の

間では，結構共通の話題 となった りします。 しか し，本当に意図す るところが，単に暦年齢の こ

とではな く，属する集団社会 ・生活史 ・現在 の生活状況 ・宗教的背景な どに よって微妙に異なっ

てい ることにも気 がつ くこ とがあ ります。

私 は，最近，アンチエイジングは，キ リス ト教的精神に基づ くもの と考えています。 キリス ト

教では，神 との契約 によって人間だけが選ばれ た とい う選 民意識 が濃厚 です。そ して，過酷な砂

漠の自然環境の中での生活に根ざした天地創造から世紀末までの直線的思考が優位であるとされ

ます。選民意識 か ら，すべてのものは，宇宙 までも征服の対象 とな ります。老化 とい う自然現象

も， 当然の こととして，征服すべ き対象 とされ ます。Anti-(対 抗す る)の 対象 とされるのです。

それ が，米 国で生まれ たア ンチエイジングの意味である と考え られます。アンチエイジングの言

葉 の中には，米国の資科 には，不死まで も対象 とされてい ることが しば しばあります。 とはいい

なが ら，高校生の時代 に，"Man　 is　mortal人 は死すべ き"と い う古語 のある ことも知 りま した。

一般には，東洋思想と大きな括弧でくくられる古代中国に始まる道教にある不老不死の考えは

有名 です。秦 の始皇帝 は，不老不死を実現す るため仙人を連れ て来る ことを求めて，徐福 を東方

にある蓬莱(日 本 と考え られてい る)に 遣わ したので した。栄華の果 ての， 征服思想の発露で し

ょ うか。 ちなみ に，仙人の英語はimmortals(死 なない人)で す。

世界的にみれ ば， 日本 は夏には南か らの台風， 冬 には西高東低 の気圧配置によって北のシベ リ

アか ら来 る寒風 が結果的に水 とな る雨や雪を もた らし，緑 の森 の豊かな，優 しい 自然に囲まれた

恵まれた地勢的環境 にあ りました。その生活 に根 ざした円環的思考が，特徴 とされ ます。 自然 と

は，互生 ・共存すべ きものでした。現代の 日本人で も， あるがままに， 自然(じ ねん)と い う表

現 を愛 し，理解す る人が多 くいる と考 えます。私 には，深沢七郎作の小説，楢 山節 考にあるよう

な姥 捨て 山伝説 は， 日本人 に受け入れ られている思想 と考え られるのです。伝説 は，単 なる物語

ではな く，民衆の普遍的意 思の結集 と考 えられ る場合があるといわれ ます。生物学的に考えると，

あらゆる意 味で傷んで弱 くなった個体が死ぬ ことは，種の保存 ・維持 のために意義あることです。

基本命題 であるア ンチエイジングは， 極端な状況で， 少子高齢化社会において歓迎 され るので

しょうか。もしも，すべての人に達成されたら，人間社会は立ちゆかないことになります。イギ

リスの作家ジェームス ・ヒル トンJames　 Hiltonが1933年 に出版 した小説 「Lost　Horizon」 に書

かれてい るシャング リラは桃源郷 ではあって も，理想郷 ではない とも考 えられます。死に悩み，

生 きて煩悩に苦 しんで こそ人生 とい うもの とも考えます。



ヘルシーエイジングこそ，日本人的心情における究極目標ではないでしょうか。そこでは，死

ぬ こと，すなわち死の受容 が前提 になってい ます。しか し，PPK(ピ ンピンコロリ)が 目標です。

誰にも迷惑をかけないで，朝寝床の中で死んでいるのが見つかる・・・・準備として，常日頃「お世なっ

て い る ね ， 有 難 う ， 愛 し て い る よ 」 を ， 前 も っ て 言 っ て お く こ と 。 そ れ に よ っ て ， 不 思

議に心 の安寧が得 られ ます。念仏 と同 じ，繰 り返 している と，次第 に，その気 になって くると多

くの人がいいます。

(出典:阿 岸 鉄三，科学的 医療 と非科学的医療 の競合 一統合医療の本質 一，p.187―189， 金原出

版，2009， 一部改変)

問1　「アンチエイジング」について筆者の考えを，150字以内にまとめ， 解答欄1―1 に

記 しな さい。

問2　「ヘルシーエイジング」について筆者の考えを，150字以内にまとめ，解答欄1―2

に記 しな さい。

問3　あなたが考える「エイジング(老化)」について，150字以内にまとめ，解答欄1―3

に記 しな さい。



2 　 次 の 文 章 を 読 ん で ， 問 1 に 答 え な さ い 。

日本の教育状況について，江戸後期か ら幕末 に来 日した外 国人たちは驚 き， さま ざまな記録 を

残 してい る。

文化8年(1811)，ロシア海軍少佐ヴァシリー・ミハイロヴィチ・ゴローニン(1776～1831)

は，国後島（くなしりとう）測量中に幕府役人に捕えられ，回船業者でロシアの捕虜となった高田屋嘉兵衛と同10

年に交換・釈放された。ゴローニンは，著書『日本幽囚記（にほんゆうしゅうき）』において，「日本の国民教育について

は，全体 として一国民を他 国民 と比較すれば， 日本人は天 下を通 じて最 も教育の進 んだ国民であ

る。 日本 には読み書きできない人間や，祖国の法律 を知 らない人間は一人 もゐない」「だから国民

全体 を採 るな らば， 日本人 はヨー ロ ッパの下層階級 よ りも物事 に関 しす ぐれた理解 を持 ってゐる

のである」 と， 日本 の国民教育が世界的 レベル にあること， 日本国民が ヨー ロッパ の下層民 より

も理解力 に勝 ってい るこ とを述べてい る。

文政3年(1820)から同12年までの長崎・出島のオランダ商館員として勤務し，この間同5

年 に商館長ブ ロンホ フ(1779～1853)の 江戸参府 に随行 したオ ランダ人のファン ・オー フル メー

ル・フィッセル(1800～1848)は，日本での見聞や体験をもとに『日本風谷備考(にほんふうぞくびこう)』を著し，その

中で 日本 の教育について次のよ うに記 している。

(a)日 本人は，勉 学に熱心で あって疲れ を知 らない。彼 らがオランダ人や中国人 のもとで修業す

るために，日本 国内のほかの地方 から長崎に留学す ることもまれ なことではない。なかで も近年，

これ まで以上 に数多 く長崎 に姿を見せ ，またその才能 と進歩 の著 しい証拠 を示 した ものは，多 く

の医師たちである。

(b)た しかに 日本 には，われわれ の大学 に匹敵するよ うな，比較的高等な科学の知識に到達す る

ための施設 はない。それに もかかわ らず，科学が退歩 しない ように守 り維持す るために，彼 らの

学問業績を伝えていくところの，将軍の豊富な収集品の管理者として江戸で任命される碩学(せきがく)注1)

たちの学会・協会の中には，ヨーロッパの大学とある程度匹敵するものがあるのである。各藩内

にお いてもこの ことは規模 こそ小 さいが同 じ形で存在 していて， 好学の士にとって，その勉学 を

続 けてい く機会 を欠 くことはまれ である。

(c)日 本人 は，ふつ う子 どもたちを学校へや るか，または子 どもたちに家庭で習字や語 学の教師

をつ けて勉強 させ るのであ るが， そのほかは息子の教育の面倒 は大部分父親 が見てお り，娘の教

育の面倒 は母親が見ている。

(d)私 には 日本人ほ ど好んでペ ンや筆 を振 る う国民がある とは信 じられない。彼 らは あらゆるこ

とを文書 に して取 り扱 う。 また一般 的にきわめて広い範囲にわたって手紙のや りと りを続 けてい

るので， 婦人ばか りか男子 も， このために時間の大半 を費や している有様である。彼 らは手紙 を

書 くの に， 巻紙 に して売 られてい る貼 り合わ された薄紙 を使用 してい る。そ して一通の手紙が5

エル(5行のことか?)またはそれ以上の長さに及ぶ例を見ることもまれではない。彼らは封蝋(ふうろう)注2)

も封緘紙(ふうかんし)注3)も知らないが，封筒を一粒の飯粒かまたはわずかな糊でしっかりと閉じ，さらに筆



を持 ってその上に文字 を書 き， あるい はまた 自分た ちの印章か封印 を用いる こともよくある。

文政6年(1823)か ら同11年 まで出島のオランダ商館付 きの医官 として来 日し，6年 間滞在 し

た ドイツ人の博物学者フィリップ ・フランツ ・フォン ・シーボル トは， 日本地図の海外持ち出 し

な どが発覚 し国外退去 となったが，安政5年(1858)の 日蘭通商条約成 立の翌年に再来 日し，文

久2年(1862)ま で滞在 した。再来 日の さいに同行 した長男のア レクサ ンダー ・フォン ・シーボ

ル ト(1846～1911)は ，著書 『シーボル ト最後の 日本旅行』において，幕末期 の 日本の教育につ

いて，次のよ うに述べている。

日本語 の授業 のほかに，私は正規の漢字 を習 った。当時， 日本の子 どもに文字を教 えた方法 を

そのまま私に もや らせ ようと した。私 は最初にいわゆる部首 を覚 えねばならなかった。 日本語 の

文字 は約3万 あるといわれてい るが，すべての文字はこの部首をもとに して構成 され ているか ら

である。 その教授法は極 めて単純である。すなわち太い筆 と墨 を使い， 綴 った紙に何回 も何回も

同 じ文字を上 に重ねて書 くので，しまいには黒いインクの大きなシ ミのよ うに しか見えなくなる。

さらにその上 に書 き続けると，つい には墨 は次第 に吸取 り紙 にしみ込んでゆくように紙に浸み込

み，習字 帳は黒 い固 ま りになって しま う。 これを後で 日に乾か し， そ して何度 も書 く， あるいは

もっ と正確 にいえば，塗 りつぶすのである。お よそ百回 も同 じ字を書 くと，ついに生徒ははっき

りと覚 えて しまい，清書 して もよい ことになる。先生は清書 を朱墨 で治す。石盤 はまった く使わ

ない。この単純な書 き方の教授 では，た くさんの線や形からできてい る文字 を覚 えさせ るために，

強いて機械的な方法 を生徒 に課 してい るのである。 日本人がある文字の書き方 を忘れて しまった

とき，彼が どんな風 にす るかを観察す るのは，特筆 に値する。 日本 人は長 いこ と考 え込まず， 人

差 し指 を無造作になんの上に書 くとい うわけでもなく動 か してい るが，普通は数 回やっている う

ちに，複雑な字画の文字 を思い出すのである。

テキス トはふつ う古典の書物であるが， クラス全体が同時に先生 と一緒に大 きな声 を出 して読

む。 もっ と正確 にい えば，合唱す るのである。

長い文章 を講義す る ときには，最初 はただ読み方だけを暗唱 し，意味は問題 に しない。後 日上

級 に進 んでか ら，や っ と文字の意義や本文 の意味 を説明す るのであ る。

日本人の子弟がどんなに躾(しつけ)がよく行儀がよいかは，とうてい思いにも及ばない。ヨーロッパで

行われているよ うな学校 の罰則 はまった く聞いたことがない。私 たちの国で見 られ るよ うに，教

師か ら体罰 を受 けた 日本 の生徒 は， 十中八九それ を恥辱 と考 え，家 か ら勘当 され， 同級生の 目に

は，つまは じき され た ものに見えるだろ う。また子弟 の教育の さいに， 少な くとも教養のある階

層 では，体罰 は行 われない。私たちの国で よくや る鞭打 ちを私は一度 も見た ことがなかった。

以上，シー ボル トは，反復練習 によ り文字 を習得すること，皆で音読 して文章を覚えること，

体罰 を行 わない ことな どを， 日本の教育の特徴 ととらえたのである。



注1)碩学(せきがく):修めた学問が広く深いこと。また，その人。

注2)封蝋(ふうろう):書状やびんの栓を封じるのに使う，ろう状の物質。

注3)封緘紙(ふうかんし):封書・文書・包装などの封じ目に貼って封をするための紙片。シール。

(出典:大石学，江戸の教育力　近代日本の知的基盤，p.104―109，東京学芸大学出版会，2010，

一部改変)

問1　 江戸後期 から幕末 に来 日した外国人た ちが 日本の教育状況について書いた内容 を，要約 し

て200字 以内にま とめ，解答欄2―1に 記 しな さい。


